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背景、目的とこれまで行った実験
• ナノバブル水とは直径が200nm以下の気泡を含む水と定義されおり、気泡がイオンの殻に閉じ込められ
て、長期間存在している状態の水であると言う説もある。
• ナノバブル水中では、淡水魚と海水魚を同時に飼育できるなど、ナノバブル水が生物の細胞の生理活性
に大きな影響を与える可能性が指摘されている。
• 本研究では、ナノバブルそのものの存在を高性能の暗視野顕微鏡により捉え、存在の有無を視覚的に判
定した。
• 高密度の気泡を含有する水の製作を試みた。
• 将来的には、ナノバブル水の医学、農学分野での利用も視野に研究を展開したい。
これまで、市販の酸素ナノバブル水を用いた実験から、いくつかの興味深い結果が得られているが、本当
に微細な気泡による効果なのか、明確な説明は現時点ではむずかしい。
今年度の実験結果
今年度は、ナノバブルの細胞の塩濃度耐性に及ぼす効果について検討した。
実験方法：カエルの培養細胞（A6）を異なる濃度のNaClを含み、さらにナノバブルを含む培地で培養し、
ナノバブルの有無により、NaClの影響に違いが出るかについて検討した。
実験結果： ナノバブルを含む培地で培養した細胞は、含まない培地で培養した細胞に比べて、高いNaCl
濃度（30mM)に対して耐性を示した。
ナノバブルには、水溶
液中のカチオンに対す
るカウンターとしての作
用がある事が期待され
ている。
Na+濃度が通常（8.6 
mM）の3.5倍（30 mM）
では、培養細胞A6は
普通生育できない。し
かし、ナノバブルを溶
液に発生させることで
一定の増殖が観察さ
れる。
また、細胞の形態にも
差が出ることが観察さ
れた（↗）
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A6細胞は、2.5倍
(22mM)程度の
Na+濃度になると
顕著に増殖が阻
害され、更に3.5倍
(30mM)のNa+濃
度になるとほとん
ど増殖が観察でき
なくなる。（8.6 ｍM）
気泡は高速ビデオ記録装置を
備えたオリンパスIX71暗視野
顕微鏡（↑）により撮影した。実
際に撮影された像は水中に無
数の微細な輝点がブラウン運
動しているものとなる（↗）
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